
平成 16 年 8 月 19 日 
第５期決算発表 記者会見配布資料 

第５期決算のポイト 
 

※金額については、百万円未満切り捨て 
 
 
 
第６期運用状況の見通し 

 

※上記には、今後の新規物件購入収益を含んでいない。 
 
投資口の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オフィス賃貸市場は、景況感の改善に伴って、東

京で大型ビルを中心に空室率の低下が進んだほ

か、空室率が高くなっていた地方都市でも一部で

改善が見られ始めたが、賃料水準はやや弱含みの

状況であった。 

 第５期 

自：平成 16 年 1 月  1 日

至：平成 16 年 6 月 30 日

営業収益 

（第４期） 

６,７９０百万円  

（６,４２１百万円）

経常利益 

（第４期） 

２,６１５百万円  

（２,４６８百万円）

当期純利益 

（第４期） 

２,６１４百万円  

（２,４６７百万円）

一口当たり分配金 

（第４期） 

６,０８１円 

（５,７３８円）

総資産額 

（第４期末） 

１８２,２５３百万円 

（１５６,５７６百万円）

純資産額 

（第４期末） 

９１,７２８百万円 

（９１,５８１百万円）

発行済投資口の総数 

（第４期末） 

４３０,０００口 

（４３０,０００口）

 不動産売買市場は、企業の財務体質改善・減損会

計対応等で活発化しつつある一方で、優良物件の

取得競争が激化した。 

 第５期の新規物件取得は、「堂島Ｆビルディング」

２１億円、｢川口センタービル｣８１億円、｢ＳＥ

Ｆビル｣３２億円、｢健和ビル｣５１億円、｢オーバ

ルコート大崎マークウエスト｣３５億円、「船場福

岡ビル」１９億円と６物件２４０億円を追加取得。 

 第５期末の保有資産は３８物件、１,６３７億円、

全賃貸可能面積は、２５６,３２９㎡、テナント

数は、４３７。 
 第５期は、入替に伴う売却益（第４期約１.７億円）

はなかったが、新規物件の収益寄与で増収増益と

なり、分配金は６，０８１円（第４期５,７３８円）。 
 投資法人債（Ｓ＆Ｐ Ａ－，Ｒ＆Ｉ Ａ+，Moody’s 
Ａ３）２２０億円（４年債１００億円、６年債  

７０億円、１０年債５０億円）を発行。 
 
 
 
 ７月２日付で「新宿スクエアタワー」１００億円

を追加取得。 
 上記「新宿スクエアタワー」と第５期取得物件収

益の通期寄与によって増収。 
 ただ、季節要因で増加が予想される水道光熱費と、

修繕費増及び調達資金の長期固定金利化による

金利増等々によって当期純利益は横ばい、一口当

たり分配金は前期比横ばいの６,０００円を予想。 

 第６期 

自：平成 16 年 7 月  1 日

至：平成 16 年 12 月 31 日

  営業収益 ７,４８８百万円 

  経常利益 ２,５８１百万円 

  当期純利益 ２,５８０百万円 

一口当たり分配金 ６,０００円 

 

 投資口数ベースでは、金融機関が５６％（第４期末５２％）に上昇した。 
 個人投資主数は１８千人、所有投資口数で１５％台を維持した。 
 「日本トラスティ・サービス信託銀行（信託口）」を始め、年金資金が多いと思われる信託銀行の占率は、

Ｊ－ＲＥＩＴ組入れ（ファンド・オブ・ファンズ）もあってか１３％と続伸した。 
 外人投資家の比率は横ばい。 
 
 
 

 


